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私たちは山口市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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職　名 氏　名 備　考
会　長 中村 　勝一

副会長

阿部 　和雄
坂野 　隆道
松崎 　幸久
山本 　清作
松岡 　才記 新　任

副会長
（女性委員長） 高橋 　厚子

副会長
（若手委員長） 深光 　武夫

理　事

岡本 　忠良
藤井 　保行
渡辺 　通章
澄川 文二郎 新　任
松永 　八郎
桶島 　猛男
田中 　康夫
杉本 　和枝 新　任
河村 　俊明
垰本 　　栄
杉 　謙一郎
見明 　石見 新　任

監　事
松原 　照夫 新　任
金子 　　茂 新　任

令和 7 年度シニア山口 役員
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仕
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（令和7年4月1日〜令和9年3月31日）
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　高齢社会を迎え、特に山口市では高齢化率が30.73%（令和7 年2 月末）で、3 人に1 人が高齢者という状況の中、地域づくりやまちづくりに
おいては、高齢者の参加や協力が不可欠であり、高齢者の豊富な知識や経験がますます必要とされています。
　一方、高齢化が進むとともに、介護の必要な高齢者の増加、社会保障費や介護人材の不足が深刻になります。介護保険も、保険給付頼みではな
く、本人の力や住民相互の力も引き出して、介護予防や生活支援総合事業を進めていくことが必要になります。団塊の世代が75 歳以上になる
2025 年を迎え、医療と介護を連携、すなわち「地域包括ケアシステム」を中心とした介護福祉の地域共生への取り組みに重点がおかれている
ところです。この中で地域における相互の支え合い活動が重要になると考えられていますが、活動を推進する組織や担い手の準備はいまだに
整っていません。「シニア山口」として、このシステムの構築そして推進のため、行政や関係団体へ積極的な働きかけも必要です。
　さらには、高齢者自らの健康づくりや生きがいづくりを推進するためには、その中心となるべき「シニア山口」の活動の活性化や若手高齢者
の加入促進、役員等後継者の人材育成が急務となっています。
　これらの課題を踏まえ、真に豊かで楽しい魅力あるクラブづくりと多様化する高齢者ニーズに対応できる組織づくりを目指し、次の事業を中
心に様々な活動を展開します。

【重点目標】
①若手会員増強運動への取組
　単位老人クラブあたり2 ～3 人の新規会員増強、各支部あたり74 歳以下会員 2% の増強
　40 代から50 代の準会員（サポート会員）の勧誘促進
②高齢者同士の支え合い活動（介護予防・日常生活支援総合事業）
③高齢者の健康づくり（フレイル（虚弱）予防活動）
④�山口県の高齢者率、全国第3 位（35％）における状況で市老連として地域のプラットホーム（基盤）として地域の活性化に努める

【主要事業】
①�全国3大運動「健康・友愛・奉仕」活動を推進することとし、活動が円滑に行えるため活動の中心は支部とし、実践は単老とします。
②�市老連会員の一体感を深め、会員相互の親睦を図り併せて関係諸団体との交流活動を盛んにするため、各支部におい

て、趣旨に沿った事業を開催します。
・健康づくりふれあい大会（山口市、山口市社会福祉協議会等と共催）
・健康増進老人福祉大会（同上）　　　・山口市老連グラウンドゴルフ大会
・山口市老連会長杯健康ゴルフ大会　   ・市町老人クラブ連合会活性化事業の推進
・県老人クラブフォークダンスフェスティバル・交流会
③ �「会員増強運動」は重要課題であり、組織強化のため引き続き推進すると共に、「シニア山口」への高まる期待に応え、会

員相互が共に考え共に行動することができるクラブを目指します。
　�　また、会員の高齢化が進む中、60 代から70 代前半の会員の確保は非常に重要な課題となっており、この年代の会員

確保には特に力を入れて取り組みます。
　�　さらには、継続的な会員確保のために、40 代から50 代の準会員（サポート会員）制度により若年層とのつながりを

深めていきます。
　�　サポート会員においては、会費を免除する。但し本人が年会費を納入した時には、会員として認める事が出来る。
④�「シニア山口」は「女性委員会・若手委員会」が積極的なる事業の先導役となり各支部の活動に派生するように推進します。
⑤�老人クラブの活動をより多くの人に広報するため、広報紙「シニア山口だより」を年2回発行し、会員及び関係各所に配布します。
⑥�山口市（各総合支所）や関係団体、特に山口市社会福祉協議会と連携し、諸問題を共有しながら高齢者の「生きがい

づくり」の構築に努めます。
⑦�2023年度4月から2027年度まで山口市・山口市社会福祉協議会により実施計画されている、山口市地域福祉計画・

山口市地域福祉活動計画に対応し推進します。
⑧�真に各支部が自立し、自主的に運営できる体制づくりを検討し、地区老、単老の充実を図るよう努力します。

令和7年度 山口市老人クラブ連合会「シニア山口」事業方針令和7年度 山口市老人クラブ連合会「シニア山口」事業方針
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（4）（4）

事業計画書令和 7年度

月 日 曜　日 行　　事 場　所 備　考

4

4 金 市老連監査会 山口市福祉センター
6（日）〜15（火）「春の全国交通安全運動」
9 水 第1回総務部会 山口市福祉センター
22 火 理事会 山口市福祉センター

5

8 木 総会 山口県総合保健会館
22 木 第1回若手委員会 山口市福祉センター
27 火 県老人クラブフォークダンスフェスティバル（春季） リフレッシュパーク
28 水 県老人クラブフォークダンスフェスティバル（春季） 阿東地域交流センター
29 木 第1回女性委員会 山口市福祉センター
30 金 県老人クラブフォークダンスフェスティバル（春季） 小郡ふれあいセンター

6
5 木 第1回スポーツ健康部会 山口市福祉センター
11 水 第2回総務部会 山口市福祉センター
24 火 第1回福祉奉仕部会 山口市福祉センター

7
10（木）〜11（金）中・四国ブロック老人クラブリーダー研修会（全老連主催） 島根県　松江市
11（金）〜20（日）「夏の交通安全県民運動」
24 木 第2回若手委員会 山口市福祉センター

8 19 火 正副会長会議（表彰者審査会） 山口市福祉センター

9

1 月 市町老人クラブ連合会運営研究協議会（県老連） 山口県総合保健会館
15（月）〜21（日）老人週間
20 土 全国一斉「社会奉仕の日」 各地域

21（日）〜30（火）「秋の全国交通安全運動」
30 火 第19回シニア山口会長杯健康ゴルフ大会 アイランドゴルフガーデン宇部

10

7 火 県老人クラブフォークダンスフェスティバル（秋季） リフレッシュパーク
9 木 第2回スポーツ健康部会 山口市福祉センター
22 水 県老人クラブフォークダンスフェスティバル（秋季） 阿東地域交流センター
28 火 第20回シニア山口グラウンド・ゴルフ大会 山口きらら博記念公園
29 水 第75回山口県総合社会福祉大会（県社協主催） 柳井市　サンビームやない

11

4 火 市町老人クラブ連合会活性化事業（県老連助成事業） 山口県セミナーパーク 秋穂支部担当
5（水）〜6（木） 全国老人クラブ大会（全老連主催） 茨城県　水戸市
20 木 第2回女性委員会 山口市福祉センター
27 木 第3回総務部会 山口市福祉センター

12 10（水）〜1/3（土）年末年始交通安全運動
1 8 木 第4回総務部会（新年会を兼ねる） 山口市福祉センター

2
中旬 地域支え合い活動研修会（仮）

12 木 第3回若手委員会 山口市福祉センター
26 木 第3回女性委員会 山口市福祉センター

3

3 火 女性委員研修会 山口県総合保健会館（予定）
5 木 県老人クラブフォークダンス交流会 リフレッシュパーク
11 水 市町老人クラブ連合会代表者連絡会議（県老連主催） 山口県総合保健会館
19 木 第5回総務部会 山口市福祉センター

※健康づくりふれあい大会・健康増進老人福祉大会については支部開催といたします。
※総務部会については、必要に応じて開催します。
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収支予算書令和 7年度

収入の部
科　目 本年度予算額（A）前年度予算額（B）差引増減額（A-B） 備　考

繰越金 82,679 131,244 △ 48,565 各支部から負担金、会費が納入されるまでの期
間（4 月、5 月、6 月）の運営費

会　費 878,130 948,255 △ 70,125

県老連会費（各支部から）
@100 × 5,322 人 532,200

市老連会費（各支部から）
@65 × 5,322 人 345,930

活動費補助金 2,941,038 3,099,254 △ 158,216
活動費補助金（市から） 2,711,184

福祉団体活動支援事業補助金
（市社協から） 229,854

事業費補助金 30,000 30,000 0 市町老人クラブ連合会活性化事業補助金（県老連から）
各支部負担金 300,000 300,000 0 50,000 × 6 支部 300,000
雑収入 10,000 10,000 0 フォークダンス連絡協議会事務手数料・利息等

計 4,241,847 4,518,753 △ 276,906

支出の部
科　目 本年度予算額（A）前年度予算額（B）差引増減額（A-B） 備　考

活動費補助金 2,611,038 3,099,254 △ 488,216
市からの活動費補助金（各支部へ）2,381,184
市社協からの活動費補助金（各支部へ） 229,854

活動費 160,000 120,000 40,000

健康づくりふれあい大会 20,000
健康増進老人福祉大会 20,000
スポーツ健康部会 30,000
市町老人クラブ連合会活性化事
業補助金（秋穂支部へ） 10,000

女性委員会 25,000
若手委員会 25,000
会議費 30,000

負担金 532,200 574,700 △ 42,500 県老連へ会費として
@100 × 5,322 人 532,200

事業費 30,000 30,000 0 市町老人クラブ連合会活性化事業補助金（秋穂支部へ）
事務費 10,000 10,000 0 事務用品代他
賃　金 702,000 602,640 99,360 @1,000 円× 6h × 117 日
慶弔費 10,000 10,000 0
次年度支払準備金 185,609 71,159 114,450
予備費 1,000 1,000 0

計 4,241,847 4,518,753 △ 276,906

（単位 : 円）

（単位 : 円）
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だよりだより
老 活ク 動

大
内
地
区
　
澄
川
　
文
二
郎

会
員
増
強

�

～
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
〜

山口支部

　

山
口
市
大
内
地
区
の
南
に
位
置

す
る
単
老
菅
内
団
地
寿
会
「
シ
ニ

ア
菅
内
団
地
」で
す
。

　

自
治
会
は
、1
9
2
世
帯
3
9
0

名
、65
歳
以
上
1
9
8
名
が
居
住
す

る
団
地
で
す
。

　

令
和
3
年
2
月
に
再
開
し
4
年

目
に
な
る
若
い
シ
ニ
ア
菅
内
団
地

で
再
開
時
33
名
の
会
員
で
し
た
が
、

令
和
7
年
4
月
に
は
73
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
毎
年
減

少
し
て
い
る
現
状
で
、シ
ニ
ア
菅
内

団
地
で
会
員
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

1 �

令
和
3
年
か
ら
1
年
間
は
増
加

が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◯�

2
月
に
シ
ニ
ア
菅
内
団
地
の
活

動
を
開
始
し
、広
報
紙
で
、会
員

の
募
集
を
進
め
て
み
ま
し
た
が
、

自
治
会
の
住
民
の
反
応
は
薄
く

何
を
す
る
の
か
手
探
り
で
し
た
。

◯�

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
、親

睦
を
深
め
、健
康
を
維
持
す
る
こ

と
を
や
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

2 �

令
和
4
年
か
ら
会
員
の
増
加
が

見
ら
れ
ま
す
。

◯�

し
か
し
、自
治
会
内
を
歩
い
て
み

る
と
、家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て

人
と
の
出
会
い
の
場
が
な
い
。自

力
で
ゴ
ミ
出
し
が
出
来
な
い
等

手
助
け
を
必
要
と
す
る
家
庭
が

あ
る
等
の
実
態
が
徐
々
に
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

◯�

「
そ
う
だ
、仲
間
と
触
れ
合
う
場

が
な
い
。生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
の
場
が
な
い
。み
ん
な
が
参
加

で
き
る
場
を
作
ろ
う
」と
思
い
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◯�

菅
内
団
地
内
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
同
好
会
を
継
続
し
、新
た

に
1
0
0
歳
体
操
、ふ
ま
ね
っ
と

運
動
、ペ
タ
ン
ク
同
好
会
、歩
こ

う
会
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）を
開
始

し
、さ
ら
に
サ
ロ
ン
会
（
銭
太

鼓
、カ
ラ
オ
ケ
、キ
ル
ト
同
好
会
）

を
編
成
し
て
参
加
出
来
る
場
を

作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

�　

又
親
睦
旅
行
や
助
け
合
い
事

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、見
守

り
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

◯� 

こ
う
し
た
場
は
少
し
ず
つ
理
解

さ
れ
、口
コ
ミ
に
よ
る
新
た
な
参

加
者
も
出
て
き
ま
し
た
。

◯�

各
同
好
会
に
は
、責
任
者
が
指
定

さ
れ
、普
及
と
会
員
勧
誘
等
に
広

が
り
ま
し
た
。

◯�

参
加
者
は
一
様
に
、こ
れ
ま
で
家

を
出
て
人
と
触
れ
合
う
機
会
が

少
な
か
っ
た
が
、本
当
に
開
催
日

が
待
ち
遠
し
い
、社
会
参
加
が
出

来
て
楽
し
い
、と
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。年度別 会員数 死亡数 転出者 新規加入者 増減

令和3年2月 33 - - 33 -

令和4年4月 33 1 1 0

令和5年4月 51 1 1 20 18

令和6年4月 63 1 0 13 12

令和7年4月 73 2 1 13 10

【シニア菅内団地　年度別会員数】

地域支え合い活動地域支え合い活動

ふまねっとふまねっと
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吉
敷
地
区
　
石
田
　
孝
志

吉
敷
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
と
ス
マ
ホ
教
室

　

良
城
ク
ラ
ブ
（
吉
敷
地
区
老

連
）の
「
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」の
行
事
と
し
て
、10
月
18
日

に
「
萩
城
下
町
町
家
コ
ー
ス
」の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

山
口
市
の
敬
老
福
祉
優
待
バ
ス

乗
車
証
を
利
用
し
て
、県
庁
前

バ
ス
停
か
ら
J
R
バ
ス
に
乗
車

し
、萩
明
倫
バ
ス
停
ま
で
1
時

間
10
分
の
路
線
バ
ス
の
旅
で
す
。

今
回
は
山
口
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
番
組
「
人
生
1
0
0
年
時
代 

ス
マ
ホ
で
快
適
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」

が
同
行
取
材
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
齢
者
86
歳
を
含
む
会
員

33
名
は
無
事
、萩
明
倫
学
舎
に

到
着
し
ま
し
た
。ま
ず
は
腹
ご

し
ら
え
で
す
。し
ス
ト
ラ
ン
萩

暦
で
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。萩
暦
の
魚
は
す
べ
て
萩
沖
の

天
然
魚
と
い
う
こ
と
で
、新
鮮

な
魚
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

本
日
の
お
品
書
き
は
、萩
沖
天

然
魚
の
刺
身
三
点
盛
り
、長
萩

和
牛
の
胡
麻
し
ゃ
ぶ
、長
州
鶏
の

唐
揚
げ
、萩
魚
の
フ
ラ
イ
、シ
イ

ラ
の
西
京
焼
き
、ア
ジ
の
南
蛮
漬

け
、茶
碗
蒸
し
、で
し
た
。

　

食
後
は
ス
マ
ホ
先
生
の
臺だ
い
の野

さ
ん
に
よ
る
ス
マ
ホ
教
室
が

あ
り
ま
し
た
。「
G
o
o
g
l
e

マ
ッ
プ
と
音
声
検
索
」の
勉
強
を

行
い
ま
し
た
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

時
に
コ
ー
ス
の
確
認
や
お
店
を

調
べ
る
の
に
、大
変
役
立
ち
ま
し

た
。

　

ス
マ
ホ
教
室
の
後
は
、い
よ

い
よ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ

れ
興
味
の
あ
る
場
所
へ
出
発
で

す
。

　

あ
る
グ
ル
ー
プ
は
菊
屋
家

住
宅
本
蔵
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
萩
の
あ
り
す
」展
を
見
ま
し

た
。こ
れ
は
菊
屋
家
伝
来
の
お

宝
と
小
田
善
郎
氏
描
き
お
ろ
し

絵
画
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。菊
屋
家
住
宅
保
存
会
理
事

長 

菊
屋
吉
生
さ
ん
か
ら
展
示
物

に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。萩
の
街
を
散
策
し
な

が
ら
、ス
イ
ー
ツ
店
に
は
多
く

の
会
員
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。コ
ー
ヒ
ー
、プ
リ
ン
、ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
な
ど
で
、ち
ょ
っ
と
一

休
み
。お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き

ま
す
。当
日
は
曇
り
予
報
の
天

気
で
し
た
が
、会
員
の
皆
さ
ん
の

日
頃
の
行
い
が
良
い
せ
い
か
、

青
空
が
出
て
き
ま
し
た
。天
候

に
も
恵
ま
れ
、楽
し
い
仲
間
と

過
ご
せ
た
時
間
は
大
変
素
晴
ら

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。〝
良

城
ク
ラ
ブ
〟の
絆
を
感
じ
た
一
日

で
し
た
。

山口支部
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吉敷地区　上東福寿会
� 齋藤　昭司

グラウンド・ゴルフ上東はすごい！

　

こ
の
春
、大
き
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
2
つ
開
催

さ
れ
た
が
、こ
の
会
に
特
記
す

べ
き
記
録
が
あ
っ
た
。ま
ず
良
城

ク
ラ
ブ
（
吉
敷
地
区
老
連
）主

催
の
会
で
は
、参
加
者
（
吉
敷

地
区
）60
人
で
上
東
メ
ン
バ
ー

が
上
位
20
位
以
内
に
14
人
入
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。更
に
山
口

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

主
催
の
春
季
大
会
（
市
内
全
域
・

参
加
者
1
5
0
人
）で
は
優
勝

山口支部

者
も
含
め
上
位
10
番
以
内
に
5

人
が
入
っ
た
。さ
す
が
に
こ
の

数
字
に
は
驚
い
た
。1
〜
2
年

前
ま
で
は
1
人
入
っ
て
い
れ
ば

皆
で
大
喜
び
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
あ
り
得
な
い
！
」し
ば
ら
く

興
奮
が
止
ま
な
か
っ
た
が
、後
日

冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
と

当
然
か
な
と
思
え
て
き
た
。

　

吉
敷
上
東
に
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
部
会
が
あ
り
、26
名

の
メ
ン
バ
ー
が
週
3
回
練
習
試

合
を
し
て
そ
の
デ
ー
タ
を
詳
細

に
記
し
、月
に
1
度
賞
品
を
出

し
て
い
る
。部
員
は
デ
ー
タ
向

上
の
た
め
、懸
命
に
努
力
し
、メ

キ
メ
キ
腕
を
上
げ
て
い
る
。目

を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

だ
が
、私
が
言
い
た
い
の
は
、

そ
れ
と
は
別
の
所
に
あ
る
。ま

ず
第
一
に
彼
ら
は
仲
が
大
変
良

い
の
で
あ
る
。練
習
中
ず
っ
と
笑

顔
が
絶
え
な
い
。常
に
仲
間
の

体
調
や
悩
み
事
を
気
に
か
け
て

い
る
。第
二
に
会
場
で
あ
る
公

園
の
清
掃
を
毎
回
行
い
、定
期

的
に
草
刈
り
や
外
柵
等
の
手
入

れ
を
し
て
い
る
。

　
「
高
齢
に
な
っ
た
今
、こ
の
会

が
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
る
よ
」

と
い
う
発
言
が
多
い
。第
三
は

こ
の
生
き
が
い
で
あ
る
。

　

こ
の
仲
間
づ
く
り
、健
康
づ

く
り
、奉
仕
の
心
の
活
動
が
生

き
が
い
を
作
り
、楽
し
い
毎
日

が
強
い
上
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
部
を
作
っ
た
と
確
信
す
る
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。「
デ
ー
タ
を
整
理
、会
場

整
備
、集
金
、大
会
案
内
等
裏
で

努
力
し
て
い
る
世
話
人
会
に
対

す
る
感
謝
の
心
」

　

後
継
者
づ
く
り
に
は
最
も
必

要
な
事
項
と
思
う
が
…
。
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次世代に残したい
伝統行事

山口支部　鋳銭司地区
� 内田　稔

　

私
の
住
む
、「
山
口
市
鋳
銭
司

道
の
上
地
区
」
の
山
裾
に
「
熊
野

山
天
満
宮
」
と
い
う
小
さ
な
祠
が

あ
り
、
毎
年
晩
秋
に
は
禮
大
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。（
防
府
天
満
宮
の

御
神
幸
祭
と
同
日
の
日
曜
日
）
そ

の
神
事
が
始
ま
る
前
に
、「
道
の

上
腰
輪
踊
り
」
を
奉
納
し
て
お
り

ま
す
。

　

記
録
に
よ
り
ま
す
と
「
腰
輪
踊

り
」
は
、
四
百
数
十
年
の
歴
史
が

あ
り
、
五
穀
豊
穣
・
牛
馬
の
疫
病

退
散
を
祈
願
し
て
毎
年
踊
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
。

　

戦
争
を
期
に
、
途
中
40
年
間
途

絶
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
57

年
地
区
の
有
志
に
よ
り
、
よ
う
や

く
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
以

後
現
在
も
継
続
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
腰
輪
踊
り
」は
、大
人
4
人
で
、

二
人
は
頭
に
雄
鶏
の
飾
り
冠
を
か

ぶ
り
、
胸
に
付
け
た
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
な
が
ら
闘
鶏
の
よ
う
に
向

か
い
合
っ
て
戦
う
、
そ
れ
を
も
う

二
人
の
大
人
の
棒
使
い
が
二
羽
の

鶏
の
間
に
割
っ
て
入
る
。

　

そ
し
て
子
供
達
（
10
～
15
人
）

は
、
鉦
を
木
槌
で
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
大
人
4
人
の
周
り
を
囲
ん
で

廻
る
と
い
う
具
合
。

　

特
に
近
年
、
当
地
区
に
お
い
て

も
「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
」

が
加
速
し
、
伝
統
行
事
の
伝
承

が
、
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

大
人
の
踊
り
手
も
、
少
し
ず
つ

裾
野
を
広
げ
踊
れ
る
人
を
増
や
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
最
近

で
は
、
踊
り
手
を
固
定
化
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
踊
り
は
、
1
セ
ッ
ト
5
分

を
2
回
行
い
ま
す
が
、
大
人
の
踊

り
は
「
と
ん
だ
り
跳
ね
た
り
」
と
、

な
か
な
か
体
力
を
使
う
踊
り
の

為
、
高
齢
者
に
は
体
力
的
に
も
非

常
に
厳
し
い
も
の
で
す
。

　

子
供
達
に
あ
っ
て
は
、
少
子
化

も
進
み
、
以
前
は
小
学
生
の
み
で

実
施
出
来
て
お
り
ま
し
た
が
現
在

で
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま

で
幅
を
広
げ
、
さ
ら
に
は
地
区
外

に
居
る
子
供
達
ま
で
も
呼
び
寄
せ

て
い
る
始
末
。（
私
も
代
表
者
と

し
て
の
責
務
も
あ
り
、
地
区
外
に

居
る
孫
4
人
、
遠
く
は
九
州
か
ら

中
学
生
と
幼
稚
園
児
を
手
配
し
ま

し
た
）

　

復
活
に
際
し
て
は
、
数
少
な
い

記
録
や
お
年
寄
り
の
か
す
か
な
記

憶
を
合
わ
せ
、
こ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
原
型
を
作

り
、
そ
の
後
少
し
ず
つ
手
を
加
え

現
在
の
踊
り
方
と
な
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　
「
少
子
高
齢
化
」
等
に
伴
う
影

響
が
大
き
く
、
時
と
し
て
負
け
て

し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
過

去
大
変
な
思
い
を
し
て
復
活
頂
い

た
諸
先
輩
方
の
苦
労
を
思
う
と
、

伝
統
行
事
を
今
後
も
な
ん
と
か

守
り
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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孫を訪ねて
� イギリスへ
阿知須支部
� 長廣　幹生

　

シ
ニ
ア
山
口
が
協
力
し
た
「
人

生
１
０
０
年
時
代
ス
マ
ホ
で
快
適

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
」と
い
う
番
組
が
放

映
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
の
9
月

放
映
の
「
阿
知
須
ス
マ
ホ
教
室 

先

生
は
中
学
生
」で
は
ス
マ
ホ
の
便

利
機
能
を
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う

内
容
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。便
利

機
能
と
言
っ
て
も
シ
ニ
ア
の
皆
さ

ん
は
全
て
を
理
解
す
る
の
が
難
し

い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で

ビートルズの聖地ビートルズの聖地

阿
知
須
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
優
し
く
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
グ
ー
グ
ル
レ
ン
ズ
と
い

う
ア
プ
リ
を
講
師
か
ら
教
え
て
も

ら
い
、実
際
に
外
に
出
て
植
物
の

名
前
や
飲
み
物
の
値
段
が
表
示
さ

れ
る
便
利
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
翻
訳
ア
プ
リ
で
は
、私
が
昨

年
5
月
に
留
学
し
て
い
た
孫
を
訪

ね
て
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
た
時
の
英

文
の
現
地
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
資
料

を
ア
プ
リ
で

か
ざ
し
、一
瞬

で
日
本
語
に

変
わ
る
体
験

を
し
て
理
解

を
深
め
ま
し

た
。

　

イ
ギ
リ
ス

の
旅
で
は
ロ
ン
ド
ン
に
着
陸
し

ス
マ
ホ
の
海
外
ロ
ー
ミ
ン
グ
の
ス

イ
ッ
チ
を
オ
ン
に
す
る
と
す
ぐ
に

ラ
イ
ン
や
通
話
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。孫
に
ラ
イ
ン
で
到

着
し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、空
港

で
待
っ
て
い
る
と
返
事
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。事
前
に
予
習
は
し
て

い
ま
し
た
が
感
激
。こ
れ
で
一
安

心
、後
は
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
孫
を

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
付
い
て
い

け
ば
よ
い
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

入
国
後
、ホ
テ
ル
ま
で
は
ス
マ

ホ
の
地
図
ア
プ
リ
が
大
活
躍
、ホ
テ

ル
の
名
前
を
入
れ
る
と
地
下
鉄
の

乗
り
場
を
示
し
て
く
れ
、ホ
テ
ル

ま
で
の
駅
名
を
表
示
、迷
う
こ
と

な
く
ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、ロ
ン
ド
ン
市

内
、ビ
ー
ト
ル
ズ
の
聖
地
リ
バ
プ
ー

ル
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。そ
の
後

ロンドンにてロンドンにて

キリスト昇架キリスト昇架スマホ講座の収録スマホ講座の収録
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風船が運んだご縁

山口支部　名田島地区
� 徳永　義子

　

今
年
も
熊
本
の
和
奏
ち
ゃ
ん
か

ら
年
賀
状
が
届
い
た
。

　

5
年
前
の
4
月
、強
い
風
が
吹

い
た
日
、我
家
の
庭
の
木
に
赤
い

風
船
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
は
カ
ー
ド
が
付
け
ら
れ

て
い
て
「
け
ー
き
や
さ
ん
に
な
り

た
い
な　

わ
か
な
」と
か
わ
い
い

字
で
書
か
れ
て
い
た
。裏
に
は
大

人
の
字
で
幼
稚
園
の
名
前
と
住
所

が
あ
り
、風
船
は
熊
本
県
か
ら
は

る
ば
る
海
を
渡
り
、我
家
に
た
ど

り
着
い
た
の
だ
っ
た
。

　

風
船
の
た
く
ま
し
さ
に
感
動

し
た
私
は
、山
口
ま
で
届
い
た
こ

と
を
知
ら
せ
た
く
て
、幼
稚
園
に

カ
ー
ド
と
「
夢
が
か
な
う
と
い
い

ね
」と
手
紙
を
送
っ
た
。ま
も
な
く
、

前
歯
の
ぬ
け
た
か
わ
い
い
女
の
子

が
、私
の
送
っ
た
手
紙
を
嬉
し
そ
う

に
持
っ
た
写
真
と
「
も
う
じ
き
1

年
生
楽
し
み
」と
の
手
紙
が
届
い

た
。お
母
さ
ん
の
手
紙
も
添
え
ら

れ
、卒
園
式
に
皆
で
将
来
の
夢
を

書
い
て
飛
ば
し
た
、と
あ
っ
た
。風

船
は
一
週
間
か
け
て
、ま
さ
に
奇
跡

と
も
言
え
る
旅
を
し
て
我
家
に
舞

い
降
り
た
の
だ
っ
た
。

　

私
は
、折
り
返
し
「
友
達
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
ね
。風
船
の
様
に
和

奏
ち
ゃ
ん
の
将
来
が
た
く
ま
し
く
、

明
る
く
な
る
様
祈
っ
て
い
ま
す
」と

送
っ
た
。当
時
、そ
の
感
動
を
周
囲

に
伝
え
た
こ
と
で
、地
元
の
新
聞

に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
5
年
、年
一
度
の
年
賀

状
の
や
り
と
り
が
今
も
続
い
て
い

る
。今
年
の
年
賀
状
に
は
、弟
君
が

小
学
校
に
上
り
、二
人
で
学
校
に

通
え
る
の
が
楽
し
み
と
あ
っ
た
。

　

彼
女
は
今
5
年
生
。き
っ
と
背
丈

も
の
び
、風
船
の
様
に
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

園
に
感
動
を
伝
え
た
こ
と
で
、

思
わ
ぬ
ご
縁
が
今
も
続
い
て
い

る
。

　

ほ
ん
わ
か
し
た
気
持
ち
に
さ
せ

て
も
ら
う
ご
縁
を
運
ん
で
く
れ
た

風
船
よ
あ
り
が
と
う
。

　

和
奏
ち
ゃ
ん
、は
る
か
山
口
か
ら

ず
っ
と
応
援
し
て
い
ま
す
よ
。

時
速
3
0
0
㎞
の
ユ
ー
ロ
ス
タ
ー

に
乗
り
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
ベ
ル

ギ
ー
に
渡
り
、フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬

で
有
名
な
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
ネ
ロ

少
年
が
最
後
に
見
る
こ
と
が
で
き

た
「
聖
母
被
昇
天
」「
キ
リ
ス
ト
昇

架
」な
ど
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
も
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　

ど
こ
に
行
く
に
も
地
図
ア
プ
リ

が
あ
れ
ば
歩
け
ま
す
。た
だ
一
つ
電

波
の
弱
い
と
こ
ろ
で
は
表
示
に
時

間
が
か
か
り
乗
る
バ
ス
を
間
違
え

た
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、楽
し

い
10
日
間
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

二階建ての二階建ての
ロンドンバスロンドンバス
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地
区

嘉
川
地
区

物
価
高　

半
額
ば
か
り
捜
し
て
る

物
価
高　

半
額
ば
か
り
捜
し
て
る

寝
る
前
に　

自
分
を
褒
め
て
明
日
元
気

寝
る
前
に　

自
分
を
褒
め
て
明
日
元
気
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徳
地　

幸
枝

徳
地　

幸
枝

上
東
福
寿
会
　
上
東
川
柳
俳
句
の
会

上
東
福
寿
会
　
上
東
川
柳
俳
句
の
会

願
い
ご
と　

考
え
る
間
に
星
流
れ

願
い
ご
と　

考
え
る
間
に
星
流
れ
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小
島　

嘉
代
子

小
島　

嘉
代
子

爺
よ
り
も　

婆
の
お

爺
よ
り
も　

婆
の
お
家家う
ち
う
ち

と
孫
は
言
い

と
孫
は
言
い
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松
永　

賢

松
永　

賢

秘
書
の
役　

議
員
の
不
正
か
ぶ
る
人

秘
書
の
役　

議
員
の
不
正
か
ぶ
る
人
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小
田　

秀
昭

小
田　

秀
昭

バ
ス
旅
行　

ト
イ
レ
の
心
配
な
け
り
ゃ
行
く

バ
ス
旅
行　

ト
イ
レ
の
心
配
な
け
り
ゃ
行
く
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齋
藤　

昭
司

齋
藤　

昭
司

競
い
合
い　

ス
マ
フ
ォ
と
頭
薄
く
な
る

競
い
合
い　

ス
マ
フ
ォ
と
頭
薄
く
な
る
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弘
中　

和
己

弘
中　

和
己

入
所
の
身　

つ
ば
め
は
帰
る
も
と
の
巣
へ

入
所
の
身　

つ
ば
め
は
帰
る
も
と
の
巣
へ
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大
木　

和
子

大
木　

和
子

富
士
川
を　

う
ま
く
潜
っ
て
リ
ニ
ア
伸
び

富
士
川
を　

う
ま
く
潜
っ
て
リ
ニ
ア
伸
び
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岡
田　

陽
之
介

岡
田　

陽
之
介

憧
れ
た　

椅
子
に
座
っ
て
知
る
苦
労

憧
れ
た　

椅
子
に
座
っ
て
知
る
苦
労

��

小
田　

幸
栄

小
田　

幸
栄

身
じ
ろ
が
ぬ　

身
じ
ろ
が
ぬ　

鷺鷺サ
ギ
サ
ギ

に
海
路
の
日
和
あ
り

に
海
路
の
日
和
あ
り

��

福
田　

直
樹

福
田　

直
樹

元
ボ
ク
サ
ー　

逆
転
無
罪
は
や
米
寿

元
ボ
ク
サ
ー　

逆
転
無
罪
は
や
米
寿
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盛
田　

隆

盛
田　

隆

川　

柳

川　

柳
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原稿募集
　「シニア山口だより」（第40号）に掲載する原稿をお待ちしています。俳句・短歌・
川柳をはじめ、単位クラブ活動紹介、日々の随想や旅行記等 (800字程度 )を募集中！
　皆さんの生きがいを、ぜひ紙面で披露してください。

応 募 方 法応 募 方 法
　原稿には題名・氏名・電話番号・支部名 (地区老連名 )を明記の上、シニア山口
事務局まで郵送又はメール（shiniayamaguchi@gmail.com）でお送りください。
※写真はデータ送付が望ましい

締　切　日締　切　日

必着必着
令和 7 年令和 7 年12/22 月月


